
（別紙３）

～ 令和6年　10月30日

（対象者数） 13名 （回答者数） 13名

～ 令和6年　10月30日

（対象者数） ７名 （回答者数）
７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

フロア床の木目に見られるささくれの修繕や、既存の下線の

排除で安全で快適な環境の整備が望まれる。また、完成した

隣接の法人所有の公園を積極的に活用し、活動の幅を広げて

いく。

2

活動に関して計画的な予算配分に努めるとともに、外部のボ

ランティアへの協力依頼も検討する。

3

保護者にメール登録をお願いし、連絡ノートを確認してもら

う仕組みを整える。メリットを具体的に伝え、登録方法を簡

略化して職員がサポートするなど、保護者の負担を軽減す

る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

入り口の場所の変更、トイレ内のレイアウト変更などが考え

らえるが、建物構造や予算上の問題もある。新たな活動ス

ペースの追加についても法人所有の建物の有効活用として考

える。

2

広く対応の実例の情報収集を行い、現実的に可能なものを検

討する。

3

保護者への情報提供や関係機関との連携は、いずれもキッズ

クラブからの発信を契機に展開されるべきなので、これまで

の形式にとらわれることなく、児童の福祉を最優先に考え、

理想的な形を検討する。

環境面：活動スペースが十分に確保されている点

活動においては、ボール遊びやバギーを使った身体運動を取

り入れ、児童の気分転換のために場所を変える工夫をしてい

る。また、1対1の対応が可能な環境を整え、天候に左右され

ない安全な活動スペースを確保している。

適切な支援：活動プログラムが固定化されないよう工夫して

いる点

週単位で実施する帯活動では、内容が重複しないよう工夫

し、正規・非正規職員を問わず一緒に考え、当番を分担して

運営している。また、職員や児童の意見を積極的に取り入

れ、より充実した活動となるよう努めている。

保護者への説明等：児童の状況を伝えあい、共通理解が出来

ている点

自宅送迎時には、利用者の状況を保護者に適切に報告し、事

業所内では職員間での情報共有を徹底している。保護者との

連絡ノートの活用や定期的な話し合いを行い、連携を図って

いる。

関係機関や保護者との連携について

ペアレントトレーニング等の実行については、事業所の知識

やスキルの不足が課題。また、関係機関との連携について

は、例えば就学前の利用事業所との情報交換が行われておら

ず、必要な情報共有ができていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

環境面：バリアフリーになっていない

急な階段やトイレ内の狭さは、利用者や職員にとって安全面

や快適さの面で課題。急な階段は転倒のリスクが高く、バラ

ンスに不安がある方やてんかん発作のある方は問題となる。

トイレ内の狭さも、利用者が移動しにくい、あるいは介助が

難しいといった問題を引き起こす可能性がある。

地域交流について

コロナ禍以前には実績がなく、土日が開所日でないため、実

施のタイミングが確保できない点。このため、活動やイベン

トの実施に必要な時間や参加者を集めることが難しくなって

おり、計画を進める上での障害となっている。

令和６年　4月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　1月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 つつじkidsクラブ

○保護者評価実施期間
令和６年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


